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「鎖国」下の四つの窓口
名前

月 日

古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治

今
日
の
問
い

「鎖国」の下で、日本はどこを窓口に外国や周りの地域と交わったのだろう。
5分で解こう。合格は80点。

時間 5分 合格 80点

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 不利な交易に不満を強めたアイヌの人々が起こした戦いを という。 (10点)

2 薩摩藩が琉球王国を支配下に置いたのは である。 (10点)

3 今の北海道などをさす、江戸時代の呼び名を という。 (10点)

4 幕府が直接治め、オランダと中国の船が来航した港町は である。 (10点)

5 朝鮮通信使の数百人の は、各地で人々に迎えられた。 (10点)

6 朝鮮通信使の来日では、学問や の交流も行われた。 (10点)

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 アイヌの人々のサケ・コンブ・毛皮などは、多くの金や銀と交換された。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

8 オランダ風説書は、オランダ商館長が幕府に出した。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

9 琉球使節について、正しいものを選びなさい。　( )

ア 朝鮮から江戸を訪れた使節である イ オランダ商館長が出した報告である

ウ 将軍や琉球国王の代がわりごとに江戸に送られた エ 蝦夷地との交易を行った (10点)

10 対馬藩について、正しいものを選びなさい。　( )

ア 琉球王国を支配下に置いた イ アイヌの人々との交易を独占した

ウ オランダ風説書を出した エ 朝鮮との貿易を許され国交回復を仲立ちした (10点)

得点 / 100
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